
編
集
後
記

　コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
終
息

の
目
処
が
立
ち
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
の
猛
威
は
、
経
験
の
な

い
事
態
と
成
り
、
混
迷
の
社

会
と
な
っ
て
居
ま
す
。
長
引

け
ば
、
混
乱
の
社
会
に
陥
る

こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
。
感
染
症
の
撲
滅

は
ワ
ク
チ
ン
に
頼
る
以
外
に

有
り
ま
せ
ん
。
世
界
が
連
帯

と
な
っ
て
一
日
で
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。
本
町
も
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
事
故
な
く
順
調
に
進

ん
で
居
ま
す
。
完
全
の
終
息

は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
乗
り
越
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
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丈

５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします
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　観光船進水式が令和３年５月２１日（金）、八ッ場林ふるさと公園船着場で開催されました。

　湖岸に設置した桟橋の上で、行政機関・事業者・議会関係７名により、テープカットやシャンパ

ンのセレモニーを行い、運航の安全を祈願しました。

観光船は八ッ場ふるさと公園を船着場として、本年秋からの運航を予定しています。
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生活再建事業が全て出揃う
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議会構成が変更になりました
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黒岩巧議長 大羽賀進副議長

総務文教常任委員会産業建設常任委員会

　
令
和
３
年
５
月
第
２
回
長
野
原
町
議
会
臨
時
会
が
５
月
11
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了

に
伴
う
常
任
委
員
会
委
員
や
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
特
別
委

員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
議
会
構
成
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
、
新
議
長
に
黒
岩
巧
議
員
、
新
副
議
長
に
大
羽
賀
進
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
な

お
、
新
た
な
議
会
構
成
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

新
議
長
に
黒
岩
前
副
議
長
が
就
任

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
こ
の
度
、
不
肖
私
、
議
員
皆
様
方
の
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
第
38

代
長
野
原
町
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
長

野
原
町
で
は
、
八
ッ
場
ダ
ム
の
完
成
か
ら
１
年
が
経
過
し
、
八
ッ

場
か
ら
浅
間
高
原
に
い
た
る
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
と
活
性

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
々
深
刻
に
な
る
少
子
高
齢

化
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
し
て
、
私
達
議
員
は
、
町
民
の
代
表
と
し
、
町
民
の
声
を
行
政

に
反
映
さ
せ
、
住
み
よ
い
長
野
原
町
を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
使
命

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
答
え
る
た
め

に
は
、
議
会
と
町
当
局
が
一
体
と
な
り
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
浅
沼
議
長
の
後
を
受
け
、
議
会

改
革
の
推
進
と
議
会
の
活
性
化
の
た
め
に
も
微
力
を
尽
く
し
て
ま

い
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
私
の
座
右
の
銘
「
常
に
感
謝
と
奉
仕
の
心
で
、
議
員
と
し
て
の

自
覚
と
覚
悟
、
そ
し
て
誇
り
を
持
っ
て
」
精
神
誠
意
努
力
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新議長就任など町議会が新体制に新議長就任など町議会が新体制に

１）常任委員会
　議会が合理的・能率的な審査や調査ができるよう条例で

置くことができる（任意）委員会。各部門に属する事務調

査や議案、請願などを審査する。

２）特別委員会
　議会の議決で付議された（特定の）事件を調査・審査するた

め、条例で置くことができる委員会。

常任委員会と特別委員会

議
長

　黒
岩

　
　巧

新たな町議会体制が決定！

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　２３　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８
一部事務組合とは？

⇒行政の効率化を図るため、特定の業務を近隣町村と共同で行うもの。

総務文教について⇒町財政や社会福祉、民生、教育などを担当します。

産業建設について⇒産業経済や地域振興、土木建設、上下水道などを

　　　　　　　　　担当します。
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置くことができる（任意）委員会。各部門に属する事務調
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２）特別委員会
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め、条例で置くことができる委員会。
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新たな町議会体制が決定！

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　２３　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８
一部事務組合とは？

⇒行政の効率化を図るため、特定の業務を近隣町村と共同で行うもの。

総務文教について⇒町財政や社会福祉、民生、教育などを担当します。

産業建設について⇒産業経済や地域振興、土木建設、上下水道などを

　　　　　　　　　担当します。



事故繰越しについて

⇒設計変更や工事遅延など避けがたい事故により、年度内に支出が

　終わらないため、翌年度に繰り越す予算のこと。

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　４５　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会・６月定例会

○５月臨時会（会期5/11）

　専決処分　　　　　　………　５件

　委員選任　　　　　　………　２件

　その他　　　　　　　………　９件

　合　　計　　　　　　………１６件

　主なものを当㌻より掲載します。

○６月定例会（会期6/9ｰ6/17）

　行政報告　　　　　　………　２件

　議会規制改正　　　　………　１件

　条例制定･改正　　  　………　４件

　補正予算　　　　　　………　３件

　事業会計決算認定　　………　２件

　合　　計　　　　　　………１２件

５月臨時会と６月定例会で

こんなことが決まりました

関連㌻

8

2

3

議案番号

１号

２号

承

　
　
　認

選

　
　任

選

　任

選

　挙

補
欠
選
挙

議　案　名

専決処分の承認（税条例等の一部改正）

専決処分の承認

(小口資金融資促進条例の一部改正)

専決処分の承認（一般会計・１特別会計補正

予算）

常任委員会委員の選任

内　　容

地方税法等の改正に伴い町民税、固定資産税等の

規定を一部改正するもの。

中小企業者の対象業種の拡大と返済負担軽減のた

め借換制度を引き続き継続し資金繰りを支援する

ため一部改正するもの。

令和２・３年度一般会計、令和３年度へき地診療

所特別会計を補正するもの。

■５月臨時会で可決した議案一覧

関連㌻

8

ー

ー

４

６～７

7

議案番号

１号

２号

５号

７号

１号

１号

２号

３号

４号

報 

告

認 

定

発

　議

議

　
　案

議　案　名

令和２年度一般会計予算繰越明許費・事故繰越

し繰越計算書の報告

長期継続契約を締結することができる契約を定

める条例制定

介護保険条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

令和３年度一般会計・２特別会計補正予算

令和２年度２事業会計決算認定

防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例

の一部改正

内　　容

事業の年度内終了が困難であることから、令和３年

度に繰り越す費用に関する計算書を報告するもの。

標準町村議会会議規則の一部改正に伴い、議員活動

の環境整備として、出産による欠席期間の追加など

を改正するもの。

デジタル化整備工事により、施設に再送信子局及び

屋外拡声受信局の追加等したことに伴い条例を改正

するもの。

地方自治法施行令の規定に基づき条例制定するもの。

新型コロナウイルス感染症の影響による国保税及び

介護保険料の減免を令和３年度分に適用するもの。

一般会計、国民健康保険及び簡易水道事業２特別会

計を補正するもの。

令和２年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会

計決算の認定を求めるもの。

‐
‐

１号

２号

‐

■６月定例会で可決した議案一覧

‐３号

５号

追加１号

追加２号

追加　

追加３号

追加４号

追加５号

追加６号

議会会議規則の一部改正

当委員の任期満了に伴い選任するもの。

副議長・議長の辞職に伴い選挙を実施するもの。

当委員の任期満了に伴い選任するもの。

議会構成変更に伴い選任するもの。

議会構成変更に伴い、欠員が生じたため選任する

もの。

副議長の選挙について

議長の選挙について

議会運営委員会委員の選任

特別委員会委員の選任

西吾妻衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻福祉病院組合議会議員の補欠選挙

吾妻環境施設組合議会議員の補欠選挙

①

②

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
減

減
免
適
用
期
間
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
一
定
程
度
収
入
が
減
少
し
た
な
ど
の
世

帯
（
要
件
）
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
税

及
び
介
護
保
険
料
の
減
免
が
令
和
３
年
度

分
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

など

国民健康保険税 介護保険料

主たる生計維持者が死亡し

又は重篤な傷病を負った世帯

減少した所得以外の前年の所得の

合計額が400万円以下

前年合計所得金額

1,000万円以下

世帯の主たる生計維持者の事業収入等の

いずれかの減少額が前年の当該事業収入等の額の

10分の3以上減少

■国民健康保険税及び介護保険料

　減免要件（以下①②のどちらかに該当）

令
和
３
年
度
分

国
保
税 

介
護
保
険
料



事故繰越しについて

⇒設計変更や工事遅延など避けがたい事故により、年度内に支出が

　終わらないため、翌年度に繰り越す予算のこと。

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　４５　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会・６月定例会

○５月臨時会（会期5/11）

　専決処分　　　　　　………　５件

　委員選任　　　　　　………　２件

　その他　　　　　　　………　９件

　合　　計　　　　　　………１６件

　主なものを当㌻より掲載します。

○６月定例会（会期6/9ｰ6/17）

　行政報告　　　　　　………　２件

　議会規制改正　　　　………　１件

　条例制定･改正　　  　………　４件

　補正予算　　　　　　………　３件

　事業会計決算認定　　………　２件

　合　　計　　　　　　………１２件

５月臨時会と６月定例会で

こんなことが決まりました
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3

議案番号
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承

　
　
　認

選

　
　任

選

　任

選

　挙

補
欠
選
挙

議　案　名

専決処分の承認（税条例等の一部改正）

専決処分の承認

(小口資金融資促進条例の一部改正)

専決処分の承認（一般会計・１特別会計補正

予算）

常任委員会委員の選任

内　　容

地方税法等の改正に伴い町民税、固定資産税等の

規定を一部改正するもの。

中小企業者の対象業種の拡大と返済負担軽減のた

め借換制度を引き続き継続し資金繰りを支援する

ため一部改正するもの。

令和２・３年度一般会計、令和３年度へき地診療

所特別会計を補正するもの。

■５月臨時会で可決した議案一覧

関連㌻

8

ー

ー

４

６～７

7

議案番号

１号

２号

５号

７号

１号

１号

２号

３号

４号

報 
告

認 

定

発

　議

議

　
　案

議　案　名

令和２年度一般会計予算繰越明許費・事故繰越

し繰越計算書の報告

長期継続契約を締結することができる契約を定

める条例制定

介護保険条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

令和３年度一般会計・２特別会計補正予算

令和２年度２事業会計決算認定

防災行政無線施設の設置及び管理に関する条例

の一部改正

内　　容

事業の年度内終了が困難であることから、令和３年

度に繰り越す費用に関する計算書を報告するもの。

標準町村議会会議規則の一部改正に伴い、議員活動

の環境整備として、出産による欠席期間の追加など

を改正するもの。

デジタル化整備工事により、施設に再送信子局及び

屋外拡声受信局の追加等したことに伴い条例を改正

するもの。

地方自治法施行令の規定に基づき条例制定するもの。

新型コロナウイルス感染症の影響による国保税及び

介護保険料の減免を令和３年度分に適用するもの。

一般会計、国民健康保険及び簡易水道事業２特別会

計を補正するもの。

令和２年度浅間高原水道・北軽井沢簡易水道事業会

計決算の認定を求めるもの。

‐
‐

１号

２号

‐

■６月定例会で可決した議案一覧

‐３号

５号

追加１号

追加２号

追加　

追加３号

追加４号

追加５号

追加６号

議会会議規則の一部改正

当委員の任期満了に伴い選任するもの。

副議長・議長の辞職に伴い選挙を実施するもの。

当委員の任期満了に伴い選任するもの。

議会構成変更に伴い選任するもの。

議会構成変更に伴い、欠員が生じたため選任する

もの。

副議長の選挙について

議長の選挙について

議会運営委員会委員の選任

特別委員会委員の選任

西吾妻衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙

西吾妻福祉病院組合議会議員の補欠選挙

吾妻環境施設組合議会議員の補欠選挙

①

②

新
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響
で
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免
適
用
期
間
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
一
定
程
度
収
入
が
減
少
し
た
な
ど
の
世

帯
（
要
件
）
に
対
し
、
国
民
健
康
保
険
税

及
び
介
護
保
険
料
の
減
免
が
令
和
３
年
度

分
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

など

国民健康保険税 介護保険料

主たる生計維持者が死亡し

又は重篤な傷病を負った世帯

減少した所得以外の前年の所得の

合計額が400万円以下

前年合計所得金額

1,000万円以下

世帯の主たる生計維持者の事業収入等の

いずれかの減少額が前年の当該事業収入等の額の

10分の3以上減少

■国民健康保険税及び介護保険料

　減免要件（以下①②のどちらかに該当）

令
和
３
年
度
分

国
保
税 

介
護
保
険
料



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　６７　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会・６月定例会（補正予算） ５月臨時会・６月定例会（補正予算）

■５月臨時会（5/11）

　一般会計補正予算（第１号）［専決処分］

　7,823万円増額（計41億7,153万円）

■６月定例会（6/9）

　一般会計補正予算（第２号）

　6,537万円増額（計42億3,691万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

[補正による主な事業]

簡易水道建設改良事業
八ッ場ダム周辺地域整備基金を使用して東部

簡易水道の整備を行うもの。

地域活性化商品券支給事業
５月１日現在の町に住民登録のある方１人あ

たり１万円分の商品券を配布する。

5,625万円

新型コロナウイルス

感染症対策に重点

一
般
会
計

5,122万円

子育て世帯生活支援特別給付金事業
新型コロナウイルス感染症による影響が長期

化する中で、低所得の子育て世帯等に対し

て、児童１人当たり一律５万円を支給するも

の。

640万円

保健対策事業
　生活困窮等による女性の不安を解消するた

め、相談があったときに生理用品の配布を行

う。また、小中学校において女子トイレに配

布台を設置し配布する。

20万円

特別会計

へき地診療所

国民健康保険

簡易水道事業

補正額

330万円

402万円

5,122万円

補正後総額

7億2,624万円

1億4,487万円

■特別会計補正予算一覧（５月臨時会及び 6月定例会）

（千円以下切捨）

［専決処分］

9,354万円

質
疑
応
答

　
　
　浅
沼
議
員
　
事
故
繰

　
　
　越
し
計
算
書
の
農
林

水
産
業
費
の
予
算
額
６
億
６

３
３
８
万
円
に
対
し
、
支
出

額
２
億
７
４
７
５
万
円
し
か

執
行
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

　
　
　産
業
課
長
　
工
事
に

　
　
　対
す
る
前
払
い
金
の

み
を
払
い
、
そ
の
後
出
来
高

に
応
じ
て
支
出
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
機
械
類
の

納
入
が
遅
れ
た
た
め
高
額
な

事
故
繰
越
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　浅
沼
議
員

　輸
入
の

　
　
　機
械
類
と
は
何
か
。

　
　
　
産
業
課
長

　牛
が
自

　
　
　動
で
機
械
に
入
り
搾

乳
す
る
機
械
で
あ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
製
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

か
ら
工
場
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

た
め
納
入
が
遅
れ
て
い
る
。

　
　
　
牧
山
議
員

　一
般
会

　
　
　計
の
補
正
額
６
５
３

７
万
円
の
内
の
４
９
５
１
万

円
が
簡
易
水
道
へ
の
繰
出
金

と
な
っ
て
い
る
が
、
何
の
た
め

に
使
わ
れ
る
の
か
教
え
て
ほ

し
い
。

　
　
　
上
下
水
道
課
長

　東

　
　
　部
簡
易
水
道
で
水
没

地
区
で
使
用
す
る
狩
宿
水
源

か
ら
三
軒
屋
の
浄
水
場
ま
で

の
導
水
管
で
、
小
川
橋
と
熊

川
橋
に
か
か
る
部
分
の
約
１

５
５
ｍ
は
圧
力
が
高
く
、
先

日
の
台
風
で
護
岸
が
流
さ

れ
、
管
が
む
き
出
し
に
な
り

漏
水
し
た
た
め
、
現
在
、
上

流
側
だ
け
に
水
道
管
が
か

か
っ
て
い
る
が
、
下
流
側
に

も
バ
イ
パ
ス
を
設
け
有
事
の

際
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
。

繰
越
金
額
が
多
す
ぎ
る

の
で
は

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
機
械
類

の
輸
入
が
遅
れ
て
い
る

オ
ラ
ン
ダ
製
の
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト

機
械
類
と
は
何
か

簡
易
水
道
繰
出
金
の
用

途
は

東
部
簡
易
水
道
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
整
備

■表　令和2年度各事業会計決算概要（消費税込・千円以下切捨）

会　計　名

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額

4,684万円

4,039万円

－

956万円

6,503万円

5,691万円

975万円

3,260万円

前年度決算額

4,374万円

3,967万円

－

225万円

6,327万円

5,322万円

918万円

2,594万円

前年度比

107.0％

101.8％

－

424.8％

102.7％

106.9％

106.2％

125.6％

浅
間
高
原
水
道

北
軽
井
沢
簡
易
水
道

【浅間高原水道】

　第一観光開発株式会社と三井不動産株式会社の持つ別荘地

や浅間園区域で使用する簡易水道のこと。

【北軽井沢簡易水道】

　応桑・北軽井沢区域（嬬恋村大字鎌原地区の一部）で使用

する簡易水道のこと。

２
水
道
事
業

経
営
状
態
良
好

決算認定　令
和
２
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。(

６
月
９
日
・
定

例
会)　浅

間
高
原
水
道
は
給
水
区

域
内
が
全
て
別
荘
地
と
特
殊

事
情
の
中
、
効
率
的
な
管
理

運
営
に
努
め
、
北
軽
井
沢
簡

易
水
道
の
両
会
計
と
も
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
純
利
益
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
近
年
は
施

設
や
管
路
の
老
朽
化
が
課
題

と
な
り
、
更
新
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
長
期
間
に
わ

た
る
た
め
、
未
だ
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

専決処分とは？

⇒議会の議決などの事項を、特定の場合に限り、町長が議会に代わって

　処理すること。

消

毒

液消毒消毒 手洗い手洗いうがいうがい



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　６７　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会・６月定例会（補正予算） ５月臨時会・６月定例会（補正予算）

■５月臨時会（5/11）

　一般会計補正予算（第１号）［専決処分］

　7,823万円増額（計41億7,153万円）

■６月定例会（6/9）

　一般会計補正予算（第２号）

　6,537万円増額（計42億3,691万円）

一般会計補正額一覧（千円以下切捨）

[補正による主な事業]

簡易水道建設改良事業
八ッ場ダム周辺地域整備基金を使用して東部

簡易水道の整備を行うもの。

地域活性化商品券支給事業
５月１日現在の町に住民登録のある方１人あ

たり１万円分の商品券を配布する。

5,625万円

新型コロナウイルス

感染症対策に重点

一
般
会
計

5,122万円

子育て世帯生活支援特別給付金事業
新型コロナウイルス感染症による影響が長期

化する中で、低所得の子育て世帯等に対し

て、児童１人当たり一律５万円を支給するも

の。

640万円

保健対策事業
　生活困窮等による女性の不安を解消するた

め、相談があったときに生理用品の配布を行

う。また、小中学校において女子トイレに配

布台を設置し配布する。

20万円

特別会計

へき地診療所

国民健康保険

簡易水道事業

補正額

330万円

402万円

5,122万円

補正後総額

7億2,624万円

1億4,487万円

■特別会計補正予算一覧（５月臨時会及び 6月定例会）

（千円以下切捨）

［専決処分］

9,354万円

質
疑
応
答

　
　
　浅
沼
議
員
　
事
故
繰

　
　
　越
し
計
算
書
の
農
林

水
産
業
費
の
予
算
額
６
億
６

３
３
８
万
円
に
対
し
、
支
出

額
２
億
７
４
７
５
万
円
し
か

執
行
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

　
　
　産
業
課
長
　
工
事
に

　
　
　対
す
る
前
払
い
金
の

み
を
払
い
、
そ
の
後
出
来
高

に
応
じ
て
支
出
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
機
械
類
の

納
入
が
遅
れ
た
た
め
高
額
な

事
故
繰
越
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　浅
沼
議
員

　輸
入
の

　
　
　機
械
類
と
は
何
か
。

　
　
　
産
業
課
長

　牛
が
自

　
　
　動
で
機
械
に
入
り
搾

乳
す
る
機
械
で
あ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
製
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

か
ら
工
場
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

た
め
納
入
が
遅
れ
て
い
る
。

　
　
　
牧
山
議
員

　一
般
会

　
　
　計
の
補
正
額
６
５
３

７
万
円
の
内
の
４
９
５
１
万

円
が
簡
易
水
道
へ
の
繰
出
金

と
な
っ
て
い
る
が
、
何
の
た
め

に
使
わ
れ
る
の
か
教
え
て
ほ

し
い
。

　
　
　
上
下
水
道
課
長

　東

　
　
　部
簡
易
水
道
で
水
没

地
区
で
使
用
す
る
狩
宿
水
源

か
ら
三
軒
屋
の
浄
水
場
ま
で

の
導
水
管
で
、
小
川
橋
と
熊

川
橋
に
か
か
る
部
分
の
約
１

５
５
ｍ
は
圧
力
が
高
く
、
先

日
の
台
風
で
護
岸
が
流
さ

れ
、
管
が
む
き
出
し
に
な
り

漏
水
し
た
た
め
、
現
在
、
上

流
側
だ
け
に
水
道
管
が
か

か
っ
て
い
る
が
、
下
流
側
に

も
バ
イ
パ
ス
を
設
け
有
事
の

際
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
。

繰
越
金
額
が
多
す
ぎ
る

の
で
は

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
機
械
類

の
輸
入
が
遅
れ
て
い
る

オ
ラ
ン
ダ
製
の
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト

機
械
類
と
は
何
か

簡
易
水
道
繰
出
金
の
用

途
は

東
部
簡
易
水
道
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
整
備

■表　令和2年度各事業会計決算概要（消費税込・千円以下切捨）

会　計　名

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

決算額

4,684万円

4,039万円

－

956万円

6,503万円

5,691万円

975万円

3,260万円

前年度決算額

4,374万円

3,967万円

－

225万円

6,327万円

5,322万円

918万円

2,594万円

前年度比

107.0％

101.8％

－

424.8％

102.7％

106.9％

106.2％

125.6％

浅
間
高
原
水
道

北
軽
井
沢
簡
易
水
道

【浅間高原水道】

　第一観光開発株式会社と三井不動産株式会社の持つ別荘地

や浅間園区域で使用する簡易水道のこと。

【北軽井沢簡易水道】

　応桑・北軽井沢区域（嬬恋村大字鎌原地区の一部）で使用

する簡易水道のこと。

２
水
道
事
業

経
営
状
態
良
好

決算認定　令
和
２
年
度
浅
間
高
原
水

道
事
業
・
北
軽
井
沢
簡
易
水

道
事
業
会
計
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。(

６
月
９
日
・
定

例
会)　浅

間
高
原
水
道
は
給
水
区

域
内
が
全
て
別
荘
地
と
特
殊

事
情
の
中
、
効
率
的
な
管
理

運
営
に
努
め
、
北
軽
井
沢
簡

易
水
道
の
両
会
計
と
も
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
純
利
益
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
近
年
は
施

設
や
管
路
の
老
朽
化
が
課
題

と
な
り
、
更
新
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
長
期
間
に
わ

た
る
た
め
、
未
だ
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

専決処分とは？

⇒議会の議決などの事項を、特定の場合に限り、町長が議会に代わって

　処理すること。

消

毒

液消毒消毒 手洗い手洗いうがいうがい



■表１　請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

件　　名

火の見櫓の撤去を求める陳情

結　果

採択
（50％補助）

受理番号

９号

提　出　者

与喜屋区長
唐澤　博

内　　容

与喜屋区消防団の火の見櫓
が老朽化に伴い倒壊等の危
険から撤去を求めるもの。

■表２　請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

件　　名

横壁地区町道の側溝改修を求
める陳情

大津用水側溝蓋設置を求める
陳情

北軽井沢地区町道の舗装補修
を求める陳情

北軽井沢地区町道の舗装補修
を求める陳情

北軽井沢地区町道の舗装補修
を求める陳情

応桑地区町道の側溝蓋設置な
どを求める陳情

与喜屋区の水路整備を求める
陳情

結　果

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（ 調査後工法等を検討）

採択
（部分補修により対応）

受理番号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

８号

提　出　者

大津区長
嶋村　明

横壁区長
竹内　望康

北軽井沢区長
川口　賢治

北軽井沢区長
川口　賢治

北軽井沢区長
川口　賢治

応桑区長
佐藤　幸雄

与喜屋区長
唐澤　博

内　　容

町道６－４号線の用水に
溝蓋設置を求めるもの。

町道１０－１６号線の舗
装補修を求めるもの。

町道１０－５号線の舗装
補修を求めるもの。

田通吾妻線の側溝蓋設置
及び側溝清掃を求めるも
の。

虻篭地内三叉路付近の水
路整備を求めるもの。

町道１０－４１号線終点か
らエルウィング付近までの
舗装補修及び路肩部分の補
修を求めるもの。

町道３－７号線の側溝補
修および溝蓋設置を求め
るもの。

８件すべて採択

請願・陳情の付託について

⇒請願・陳情は各常任委員会へ付託されます。

　定例会ごとに行われます。
ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　　８９　　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会（専決処分）・６月定例会（規則改正・行政報告）請願・陳情の審査結果

　６月９日（水）開催の６月定例会初日に８件の陳情が各常任

委員会へ付託され、同日に審議を行いました。各常任委員会の

審議結果については次のとおりです。

受理番号９号受理番号７号 受理番号８号

５月臨時会

専決処分

５件を承認

　
　
　
　地
方
税
法
等
の
改

正
に
伴
う
町
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
期
間
延
長
、

固
定
資
産
税
の
激
変
緩
和
措

置
等
が
主
な
改
正
点
で
す
。

町
税
条
例
等
の

一
部
改
正

概 

要

　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

係
る
経
費
の
補
正
を
す
る
も

の
で
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

概 

要
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
で
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
係
る
経
費
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

概 

要
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

係
る
人
件
費
の
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

町
へ
き
地
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

概 

要

　
　
　
　中
小
企
業
者
の
対

象
業
種
の
拡
大
と
返
済
負
担

軽
減
の
た
め
借
換
制
度
を
引

き
続
き
継
続
し
資
金
繰
り
を

支
援
す
る
な
ど
が
主
な
改
正

点
で
す
。

町
小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
改
正

概 

要

　議
員
の
な
り
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、そ
の
解
消
に
向
け
、

議
会
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

女
性
や
若
者
を
は
じ
め
多
様
な
層
の
住

民
が
議
員
に
立
候
補
し
活
躍
で
き
る
環

境
を
早
急
に
整
備
す
る
な
ど
会
議
規
則

の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　主
な
内
容
は
、
欠
席
事
由
に
出
産
に

係
る
産
前
・
産
後
の
欠
席
期
間
を
規
定

に
設
け
た
事
や
請
願
手
続
き
の
押
印
を

省
略
で
き
る
規
定
に
改
め
ま
し
た
。

　６
月
議
会
定
例
会
初
日
（
９
日
）
に

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許

費
及
び
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
が
上

程
さ
れ
、
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
す
事

業
経
費
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

繰越額（合計）

繰越明許費

事故繰越し

3億6，904万8千円

4億1，965万8千円

道路維持事業
（計 11 事業）

災害復旧事業
（計２事業）

主な事業

欠
席
事
由
に
産
前
・
産
後
の

欠
席
期
間
を
追
加

繰
越
事
業
経
費
報
告

行
政
報
告

会
議
規
則

■令和２年度一般会計予算繰越計算書表

激変緩和措置とは？

⇒税額などの改定により急な負担増を和らげるために、段階的に新しい

　税額などに移行する措置のこと。



■表１　請願・陳情の審査結果一覧（総務文教常任委員会付託分）

件　　名

火の見櫓の撤去を求める陳情

結　果

採択
（50％補助）

受理番号

９号

提　出　者

与喜屋区長
唐澤　博

内　　容

与喜屋区消防団の火の見櫓
が老朽化に伴い倒壊等の危
険から撤去を求めるもの。

■表２　請願・陳情の審査結果一覧（産業建設常任委員会付託分）

件　　名

横壁地区町道の側溝改修を求
める陳情

大津用水側溝蓋設置を求める
陳情

北軽井沢地区町道の舗装補修
を求める陳情

北軽井沢地区町道の舗装補修
を求める陳情

北軽井沢地区町道の舗装補修
を求める陳情

応桑地区町道の側溝蓋設置な
どを求める陳情

与喜屋区の水路整備を求める
陳情

結　果

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（年次計画で対応）

採択
（ 調査後工法等を検討）

採択
（部分補修により対応）

受理番号

２号

３号

４号

５号

６号

７号

８号

提　出　者

大津区長
嶋村　明

横壁区長
竹内　望康

北軽井沢区長
川口　賢治

北軽井沢区長
川口　賢治

北軽井沢区長
川口　賢治

応桑区長
佐藤　幸雄

与喜屋区長
唐澤　博

内　　容

町道６－４号線の用水に
溝蓋設置を求めるもの。

町道１０－１６号線の舗
装補修を求めるもの。

町道１０－５号線の舗装
補修を求めるもの。

田通吾妻線の側溝蓋設置
及び側溝清掃を求めるも
の。

虻篭地内三叉路付近の水
路整備を求めるもの。

町道１０－４１号線終点か
らエルウィング付近までの
舗装補修及び路肩部分の補
修を求めるもの。

町道３－７号線の側溝補
修および溝蓋設置を求め
るもの。

８件すべて採択

請願・陳情の付託について

⇒請願・陳情は各常任委員会へ付託されます。

　定例会ごとに行われます。
ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　　８９　　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会（専決処分）・６月定例会（規則改正・行政報告）請願・陳情の審査結果

　６月９日（水）開催の６月定例会初日に８件の陳情が各常任

委員会へ付託され、同日に審議を行いました。各常任委員会の

審議結果については次のとおりです。

受理番号９号受理番号７号 受理番号８号

５月臨時会

専決処分

５件を承認

　
　
　
　地
方
税
法
等
の
改

正
に
伴
う
町
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
期
間
延
長
、

固
定
資
産
税
の
激
変
緩
和
措

置
等
が
主
な
改
正
点
で
す
。

町
税
条
例
等
の

一
部
改
正

概 

要

　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

係
る
経
費
の
補
正
を
す
る
も

の
で
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

概 

要
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
で
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
係
る
経
費
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

概 

要
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

係
る
人
件
費
の
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

町
へ
き
地
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算

概 

要

　
　
　
　中
小
企
業
者
の
対

象
業
種
の
拡
大
と
返
済
負
担

軽
減
の
た
め
借
換
制
度
を
引

き
続
き
継
続
し
資
金
繰
り
を

支
援
す
る
な
ど
が
主
な
改
正

点
で
す
。

町
小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
改
正

概 

要

　議
員
の
な
り
手
不
足
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、そ
の
解
消
に
向
け
、

議
会
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

女
性
や
若
者
を
は
じ
め
多
様
な
層
の
住

民
が
議
員
に
立
候
補
し
活
躍
で
き
る
環

境
を
早
急
に
整
備
す
る
な
ど
会
議
規
則

の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　主
な
内
容
は
、
欠
席
事
由
に
出
産
に

係
る
産
前
・
産
後
の
欠
席
期
間
を
規
定

に
設
け
た
事
や
請
願
手
続
き
の
押
印
を

省
略
で
き
る
規
定
に
改
め
ま
し
た
。

　６
月
議
会
定
例
会
初
日
（
９
日
）
に

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許

費
及
び
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
が
上

程
さ
れ
、
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
す
事

業
経
費
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

繰越額（合計）

繰越明許費

事故繰越し

3億6，904万8千円

4億1，965万8千円

道路維持事業
（計 11 事業）

災害復旧事業
（計２事業）

主な事業

欠
席
事
由
に
産
前
・
産
後
の

欠
席
期
間
を
追
加

繰
越
事
業
経
費
報
告

行
政
報
告

会
議
規
則

■令和２年度一般会計予算繰越計算書表

激変緩和措置とは？

⇒税額などの改定により急な負担増を和らげるために、段階的に新しい

　税額などに移行する措置のこと。



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　 　10１１　　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

５月臨時会・６月定例会（全員協議会）

●職員の人事異動について
　組織見直しなどの説明がありました。

●区長の任命について
　区長会議において任命、区長会長は互選により応桑区長が就任しました。

●新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について
　令和３年度については、商品券第３弾をはじめ４事業が報告され、これまでの商品券執行状況や
事業内容について質問が行われました。

●新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について
　進捗状況や今後の予定について説明があり、未接種者への対応や会場までの送迎などについて質
問が行われました。

●学校統合について
　令和５年度に東中と西中が東中の校舎を使用して統合し、長野原中となり、令和６年度に応桑小
と北軽井沢小が西中の校舎を使用して統合し、浅間小となることが学校統合準備委員会で決定した
ことが報告されました。

議会全員協議会の内容を紹介します
５月臨時会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

●八ッ場ダムの経過について
　３月５日以降のダムの経過について報告があり、工事完成後の管理の在り方などについて質問が
行われました。

●長野原町移住定住促進空き家活用事業について
　国の補助を活用し、町内の空き家を町が１０年間借り受け、リノベーション（改修）し、移住希
望者に賃貸する事業説明がありました。質問は、改修費用、入居期間に対し、経緯や理由などにつ
いて行われました。

●西吾妻福祉病院の経過について
　昨年度の取り組みなどについて説明がありました。質問は、入院病床の利用の減少等による経営
状況について行われました。

●新型コロナウイルス感染症に対する対応について
　応桑小学校の関係者から新型コロナウイルス感染者が確認され、対応や経過についての報告があ
りました。質問は、休校措置の対応範囲等について行われ、今回の対応課題などを今後に活かして
ほしい要望がありました。

●吾妻郡内一般廃棄物処理施設焼却灰等の受入れについて
　草津町と吾妻東部地区の焼却灰などを受け入れの調整を進めて
いる説明がありました。質問は、費用負担や吾妻環境施設組合の
進捗状況などについて行われました。

●障がい者グループホームについて
　来年４月の運用開始に向けて進めている説明がありました。入
居希望者に改修費の負担の格差が生じないよう要望がありまし
た。

●各地域振興施設の運営状況について
　各地域振興施設の入込客数と売上額について説明がありました。質問は、収支報告を受け対策や
改善策などについて行われました。
　
●町道の維持管理について
地域環境維持管理委託料を各地区へ交付して、ボラティア活動の支援を行うことになりました。

議会全員協議会の内容を紹介します
６月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

町有坪井団地

群馬県町村議会議長会より

感謝状の贈呈

　前議長の浅沼議員は、令和元年度より群馬県町村議会議長会の理事とし

て２年間、郡を代表する立場で会務運営や町村議会との調整役として精力

的に活動されました。大変お疲れ様でした。
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●職員の人事異動について
　組織見直しなどの説明がありました。

●区長の任命について
　区長会議において任命、区長会長は互選により応桑区長が就任しました。

●新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について
　令和３年度については、商品券第３弾をはじめ４事業が報告され、これまでの商品券執行状況や
事業内容について質問が行われました。

●新型コロナウイルス感染症ワクチン接種について
　進捗状況や今後の予定について説明があり、未接種者への対応や会場までの送迎などについて質
問が行われました。

●学校統合について
　令和５年度に東中と西中が東中の校舎を使用して統合し、長野原中となり、令和６年度に応桑小
と北軽井沢小が西中の校舎を使用して統合し、浅間小となることが学校統合準備委員会で決定した
ことが報告されました。

議会全員協議会の内容を紹介します
５月臨時会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

●八ッ場ダムの経過について
　３月５日以降のダムの経過について報告があり、工事完成後の管理の在り方などについて質問が
行われました。

●長野原町移住定住促進空き家活用事業について
　国の補助を活用し、町内の空き家を町が１０年間借り受け、リノベーション（改修）し、移住希
望者に賃貸する事業説明がありました。質問は、改修費用、入居期間に対し、経緯や理由などにつ
いて行われました。

●西吾妻福祉病院の経過について
　昨年度の取り組みなどについて説明がありました。質問は、入院病床の利用の減少等による経営
状況について行われました。

●新型コロナウイルス感染症に対する対応について
　応桑小学校の関係者から新型コロナウイルス感染者が確認され、対応や経過についての報告があ
りました。質問は、休校措置の対応範囲等について行われ、今回の対応課題などを今後に活かして
ほしい要望がありました。

●吾妻郡内一般廃棄物処理施設焼却灰等の受入れについて
　草津町と吾妻東部地区の焼却灰などを受け入れの調整を進めて
いる説明がありました。質問は、費用負担や吾妻環境施設組合の
進捗状況などについて行われました。

●障がい者グループホームについて
　来年４月の運用開始に向けて進めている説明がありました。入
居希望者に改修費の負担の格差が生じないよう要望がありまし
た。

●各地域振興施設の運営状況について
　各地域振興施設の入込客数と売上額について説明がありました。質問は、収支報告を受け対策や
改善策などについて行われました。
　
●町道の維持管理について
地域環境維持管理委託料を各地区へ交付して、ボラティア活動の支援を行うことになりました。

議会全員協議会の内容を紹介します
６月定例会で行われた議会全員協議会の主な内容は下記のとおりです。

町有坪井団地

群馬県町村議会議長会より

感謝状の贈呈

　前議長の浅沼議員は、令和元年度より群馬県町村議会議長会の理事とし

て２年間、郡を代表する立場で会務運営や町村議会との調整役として精力

的に活動されました。大変お疲れ様でした。



　
　
　
長
野
原
町
の
教
育
環 

 
 
 
 
 

境
は
「
学
校
統
合
」

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
」
な
ど
歴
史
に
残
る
節

目
の
時
で
あ
る
。
本
年
度
の

町
長
施
政
方
針
の
政
策
軸
３

【
も
っ
と
子
育
て
し
や
す
く

す
る
】
の
中
で
、
学
校
統
合
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
強
化
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

と
人
間
関
係
を
築
き
上
げ
る

こ
と
の
大
切
さ
も
し
っ
か
り

指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
話
さ
れ
た
。
実
現
す
る
た

め
の
教
育
行
政
の
主
要
な
施

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

議会傍聴のご案内

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問

て
に
関
し
て
は
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
世
代
ま
で
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
年
は
念
願
で
あ
っ
た
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
今
後
は
更
な

る
環
境
整
備
の
充
実
を
図
り
、

体
制
づ
く
り
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
の
こ
と
で
、
既
に
パ

ソ
コ
ン
を
配
っ
て
、
活
用
は

始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
ハ
ー
ド
面
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
や
教
材
な
ど
の
ソ
フ
ト

　
　
　
教
育
長
　
学
校
統
合

        

に
つ
い
て
は
学
校
統

合
準
備
委
員
会
を
中
心
と
し

て
統
合
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
各
部
会
で
の
検
討
、

校
舎
改
修
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
慎
重
か
つ
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
昨
年
度
末
に

１
人
１
台
端
末
を
配
備
し
た
。

今
年
度
か
ら
各
学
校
で
活
用

を
開
始
し
、
対
面
指
導
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
長
野

原
町
教
育
大
綱
の
基
本
理
念

で
あ
る
、
自
立
と
共
生
を
生

き
る
力
と
捉
え
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
学
校
教

育
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整

備
を
図
り
、
質
の
高
い
教
育

を
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。
就
任
以
前
か
ら
子
育

面
、
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
活

用
出
来
る
指
導
体
制
は
ど
こ

ま
で
整
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
外
部
の
専
門
的
な
人
材

の
活
用
に
つ
い
て
も
伺
い
た

い
。

　
　
　
教
育
長

　ハ
ー
ド
面

　
　
　
は
、
昨
年
度
中
に
児

童
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
、

高
速
通
信
環
境
も
整
備
し
、

ソ
フ
ト
面
は
、
端
末
の
使
い

方
ル
ー
ル
を
各
学
校
で
作
成

し
、
保
護
者
へ
配
布
周
知
し

た
。
教
職
員
に
よ
る
指
導
体

制
は
、
情
報
主
任
に
向
け
た

研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
、

指
導
主
事
を
招
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

活
用
し
た
授
業
実
践
を
行
い
、

指
導
体
制
の
あ
り
方
、
指
導

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど
外
部

人
材
の
活
用
は
、
既
に
業
者

と
契
約
し
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を

立
ち
上
げ
、
職
員
が
質
問
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

一 般 質 問
ここが知りたい！

○長野原町役場ホームページのトップページから「長野原町議会」⇒「動画配信」

（https://www.town.naganohara.gunma.jp/www/index.html）

質 問 者

星河　明彦　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（全員協

議会も傍聴可能です。）傍聴され

る際は議会開催日に議場までお越

しいただき、受付票に必須事項を

記入、受付箱に投函して傍聴をお

願い致します。なお、開会時間は

開催日により異なり「くらしのカ

レンダー」などで掲載している日

程も変更となる場合があります。

　現在、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、マスクの着用、

手指消毒、検温、傍聴人数の制限

の協力をお願いしております。

　また、平熱を上回る発熱のある

方、体調のすぐれない方、せき、

くしゃみの症状のある方には、傍

聴をご遠慮いただいております。

ご不明な点は、長野原町議会事務

局（☎0279-82-3019）までお問

合せください。

次回定例会は…

町の教育行政方針について

大規模太陽光発電建設の規制条例制定について

町の検診受診率向上に向けた対策について

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

あなたも議会を傍聴しませんか？

視聴方法

視聴はこちらから

令和３年９月

３日（金）

９日（木）

16日（木）

令和２年１２月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中 !

町の教育行政方針について

ＩＣＴとは？⇒情報通信技術。インターネットのような

　　　　　　　通信技術を利用した産業やサービスなどのこと。
一般質問とは？⇒各議員が町長などに対し、町政に関して質問すること。

施政方針

①
１
人
１
台
端
末
を
配
備

②
更
な
る
環
境
整
備
の
充
実

ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　  １２１３　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８



　
　
　
長
野
原
町
の
教
育
環 

 
 
 
 
 

境
は
「
学
校
統
合
」

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
」
な
ど
歴
史
に
残
る
節

目
の
時
で
あ
る
。
本
年
度
の

町
長
施
政
方
針
の
政
策
軸
３

【
も
っ
と
子
育
て
し
や
す
く

す
る
】
の
中
で
、
学
校
統
合
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
強
化
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

と
人
間
関
係
を
築
き
上
げ
る

こ
と
の
大
切
さ
も
し
っ
か
り

指
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
話
さ
れ
た
。
実
現
す
る
た

め
の
教
育
行
政
の
主
要
な
施

策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

議会傍聴のご案内

星河　明彦　議員
ほしかわ あきひこ

ここが知りたい！

一 般 質 問

て
に
関
し
て
は
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
世
代
ま
で
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

今
年
は
念
願
で
あ
っ
た
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
た
。
今
後
は
更
な

る
環
境
整
備
の
充
実
を
図
り
、

体
制
づ
く
り
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
の
こ
と
で
、
既
に
パ

ソ
コ
ン
を
配
っ
て
、
活
用
は

始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
ハ
ー
ド
面
、
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
や
教
材
な
ど
の
ソ
フ
ト

　
　
　
教
育
長
　
学
校
統
合

        

に
つ
い
て
は
学
校
統

合
準
備
委
員
会
を
中
心
と
し

て
統
合
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
各
部
会
で
の
検
討
、

校
舎
改
修
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
慎
重
か
つ
丁
寧
に
対
応
し

て
い
く
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
昨
年
度
末
に

１
人
１
台
端
末
を
配
備
し
た
。

今
年
度
か
ら
各
学
校
で
活
用

を
開
始
し
、
対
面
指
導
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
長
野

原
町
教
育
大
綱
の
基
本
理
念

で
あ
る
、
自
立
と
共
生
を
生

き
る
力
と
捉
え
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
と
学
校
教

育
の
充
実
、
教
育
環
境
の
整

備
を
図
り
、
質
の
高
い
教
育

を
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に

提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。
就
任
以
前
か
ら
子
育

面
、
日
常
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
活

用
出
来
る
指
導
体
制
は
ど
こ

ま
で
整
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
外
部
の
専
門
的
な
人
材

の
活
用
に
つ
い
て
も
伺
い
た

い
。

　
　
　
教
育
長

　ハ
ー
ド
面

　
　
　
は
、
昨
年
度
中
に
児

童
生
徒
１
人
１
台
の
端
末
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
、

高
速
通
信
環
境
も
整
備
し
、

ソ
フ
ト
面
は
、
端
末
の
使
い

方
ル
ー
ル
を
各
学
校
で
作
成

し
、
保
護
者
へ
配
布
周
知
し

た
。
教
職
員
に
よ
る
指
導
体

制
は
、
情
報
主
任
に
向
け
た

研
修
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
、

指
導
主
事
を
招
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

活
用
し
た
授
業
実
践
を
行
い
、

指
導
体
制
の
あ
り
方
、
指
導

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど
外
部

人
材
の
活
用
は
、
既
に
業
者

と
契
約
し
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を

立
ち
上
げ
、
職
員
が
質
問
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

一 般 質 問
ここが知りたい！

○長野原町役場ホームページのトップページから「長野原町議会」⇒「動画配信」

（https://www.town.naganohara.gunma.jp/www/index.html）

質 問 者

星河　明彦　議員

浅沼　克行　議員

牧山　　明　議員

質 問 内 容 ペ ー ジ

13

14

15

　議会定例会や臨時会の様子はど

なたでも傍聴できます。（全員協

議会も傍聴可能です。）傍聴され

る際は議会開催日に議場までお越

しいただき、受付票に必須事項を

記入、受付箱に投函して傍聴をお

願い致します。なお、開会時間は

開催日により異なり「くらしのカ

レンダー」などで掲載している日

程も変更となる場合があります。

　現在、新型コロナウイルス感染

拡大防止のため、マスクの着用、

手指消毒、検温、傍聴人数の制限

の協力をお願いしております。

　また、平熱を上回る発熱のある

方、体調のすぐれない方、せき、

くしゃみの症状のある方には、傍

聴をご遠慮いただいております。

ご不明な点は、長野原町議会事務

局（☎0279-82-3019）までお問

合せください。

次回定例会は…

町の教育行政方針について

大規模太陽光発電建設の規制条例制定について

町の検診受診率向上に向けた対策について

※紙面の都合により要約・省略などの編集を行っておりますのでご了承ください。

あなたも議会を傍聴しませんか？

視聴方法

視聴はこちらから

令和３年９月

３日（金）

９日（木）

16日（木）

令和２年１２月以降の定例会一般質問の様子をインターネット配信しています。

YouTubeで議会の様子を録画配信中 !

町の教育行政方針について

ＩＣＴとは？⇒情報通信技術。インターネットのような

　　　　　　　通信技術を利用した産業やサービスなどのこと。
一般質問とは？⇒各議員が町長などに対し、町政に関して質問すること。

施政方針

①
１
人
１
台
端
末
を
配
備

②
更
な
る
環
境
整
備
の
充
実
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ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　  １４１５　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

牧山　　明　議員
まきやま あきら

浅沼　克行　議員
あさぬま かつゆき

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　東
日
本
大
震
災
に
よ 

        

る
原
子
力
発
電
所
の

事
故
以
来
、
発
電
の
見
直
し

が
国
是
と
さ
れ
、
脱
炭
素
化

社
会
の
実
現
の
た
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
柱
と
な

る
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
伴

い
大
規
模
設
置
に
よ
る
問
題

点
も
多
く
出
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
同
時
に
大

型
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
を

規
制
す
る
条
例
を
設
け
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
現

状
も
あ
る
。
当
町
に
お
い
て

も
、
大
規
模
発
電
所
の
申
請

が
こ
こ
数
年
増
え
て
き
て
お

り
、
町
の
将
来
を
考
え
た
場

合
、
条
例
制
定
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　町
長

　再
生
可
能
エ

         

ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
一

つ
と
し
て
太
陽
光
発
電
施
設

　
　
　南
木
山
別
荘
地
の
奥

　
　
　に
町
道
が
通
っ
て
い

る
近
く
に
、
太
陽
光
発
電
が

広
く
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、

近
年
の
大
雨
災
害
な
ど
が
発

生
し
た
と
き
道
や
地
盤
の
崩

壊
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う

い
っ
た
場
合
に
設
置
会
社
が

対
応
出
来
る
の
か
疑
問
に
思

う
が
、
町
道
に
つ
い
て
の
管

理
は
町
が
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
ま
た
、
太
陽

光
の
パ
ネ
ル
は
年
数
に
伴
い

必
ず
劣
化
し
処
理
と
い
っ
た

問
題
も
将
来
的
に
出
て
く
る
。

け
れ
ど
も
設
置
会
社
が
残
っ

て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

町の検診の受診率向上に向けた

対策は
大規模太陽光発電
規制条例制定を

の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
中
、

当
町
で
は
平
成
30
年
に
開
発

事
業
等
適
正
化
に
関
す
る
条

例
の
改
正
を
行
い
、
規
制
を

設
け
て
対
応
し
て
き
た
が
、

条
例
改
正
以
後
も
各
地
区
に

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
工
事

の
申
請
が
続
い
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
審
査
会
及
び
審
議

会
で
太
陽
光
発
電
設
置
の
際

に
、
景
観
の
保
全
や
住
環
境

へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
よ
う

に
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、

近
年
、
設
置
に
関
す
る
申
請

の
件
数
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
地
域
住
民
か
ら
も
環
境

保
全
等
に
関
す
る
ご
意
見
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

条
例
等
の
見
直
し
を
早
急
に

進
め
て
い
き
た
い
。

い
。
大
規
模
な
太
陽
光
発
電

設
置
に
関
し
て
は
、
問
題
が

山
積
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

状
況
に
合
わ
せ
対
応
や
、
規

制
を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。

 

ぜ
ひ
、
早
急
に
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　町
長

　都
市
計
画
法

　
　
　や
建
築
基
準
法
の
中

に
も
太
陽
光
を
規
制
す
る
法

令
等
が
な
い
た
め
、
慎
重
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
規

則
や
要
綱
で
し
ば
り
を
加
え

て
い
く
こ
と
が
適
し
て
い
る

と
思
う
。
た
だ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
上

で
、
地
域
や
住
民
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
の
電
力
自
給
を
も
と

に
し
た
町
づ
く
り
の
指
針
や

計
画
を
打
ち
出
し
た
り
、
今

年
度
つ
く
る
計
画
（
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
）
と
の

整
合
性
も
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　自
営
業
者
や
農
家
を

　
　
　含
め
、
な
か
な
か
検

診
に
行
か
な
い
、
行
け
な
い

と
い
う
事
情
が
あ
る
。
半
分

の
人
は
検
診
に
行
っ
て
な
い

現
状
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
努

力
し
て
、
受
診
率
を
上
げ
て

い
く
余
地
が
あ
る
。

　
　
　町
長

　交
通
弱
者
に

　
　
　対
す
る
対
応
は
、
健

康
診
断
の
み
な
ら
ず
、
様
々

な
こ
と
に
お
い
て
交
通
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
今

年
度
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み

　
　
　町
の
健
康
診
断
が
、

　
　
　北
軽
井
沢
住
民
セ
ン

タ
ー
、
応
桑
多
目
的
集
会
施

設
と
役
場
住
民
総
合
セ
ン

タ
ー
の
３
箇
所
に
な
り
、
町

民
の
受
診
の
機
会
が
減
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
。
交
通
弱
者
対
策
や
検
診

車
に
上
が
る
時
の
会
場
対
策

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
町

民
の
健
康
を
守
る
為
受
診
率

を
向
上
さ
せ
、
早
期
発
見
早

期
治
療
に
結
び
つ
け
る
対
策

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　町
長

　昨
年
か
ら
新

　
　
　型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
三
密

対
策
等
を
行
う
た
め
に
会
場

を
特
定
し
て
実
施
し
て
い
る

が
、
町
の
特
定
健
診
受
診
率

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

48
・
１
％
で
、
県
平
均
42
・

３
％
、
全
国
平
均
は
37
・

７
％
と
平
均
値
は
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
一

昨
年
春
の
受
診
者
数
は
４
０

７
人
、
昨
年
度
受
診
者
数
は

３
７
６
人
と
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
減
少
し
て
い
る
が
、
今
年

度
は
４
４
１
人
と
コ
ロ
ナ
前

よ
り
増
加
し
て
い
る
。
受
診

率
向
上
の
取
り
組
み
で
は
、

未
受
診
者
に
対
し
受
診
勧
奨

通
知
の
送
付
に
加
え
、
昨
年

か
ら
が
ん
検
診
等
受
診
者
に

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

一
定
の
条
件
で
商
品
と
交
換

で
き
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
な
お
、
検
診
車
で

の
介
助
対
策
に
つ
い
て
は
町

職
員
や
委
託
先
の
職
員
を
配

置
し
て
常
に
介
助
で
き
る
対

応
を
し
て
い
る
。

出
す
。
受
診
率
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
健
康
に
対
す
る
意

識
を
高
め
た
り
、
自
分
の
体

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
を
身

に
着
け
体
温
や
血
圧
な
ど

様
々
な
数
値
を
可
視
化
し
、

そ
れ
を
町
や
家
族
な
ど
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
に
対
し
て
は
、
見
守
り
に

も
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
は
、
実
証
実
験
的
な
こ
と

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

脱炭素化社会とは？

⇒地球温暖化の原因となる、温室効果ガスの実質的な排出量ゼロを

　実現する社会のこと。

オフグリッドとは？

⇒電力会社に頼らず、電力を自給自足している状態のこと。

　各検診の受診率、実施率向上及び保健指導

等に参加する方の自助努力を支援することが

目的です。対象者は４０歳以上の方で特定検

診、がん検診を受診したり、特定保健指導、健

康教室に参加するとポイントが付与されます。

たまったポイントは５ポイントで可燃ゴミ指定

袋（大１０枚入

り）、１０ポイント

で長野原町商工

会商品券（1,000

円分）と交換がで

きます。

「健康ポイント」について

条
例
等
の
整
備
を
早
急
に

進
め
た
い

健
康
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト



ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８　  １４１５　　ながのはらまち議会だより　７月 Ｎo．１２８

牧山　　明　議員
まきやま あきら

浅沼　克行　議員
あさぬま かつゆき

ここが知りたい！

一 般 質 問
ここが知りたい！

一 般 質 問

　
　
　東
日
本
大
震
災
に
よ 

        

る
原
子
力
発
電
所
の

事
故
以
来
、
発
電
の
見
直
し

が
国
是
と
さ
れ
、
脱
炭
素
化

社
会
の
実
現
の
た
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
柱
と
な

る
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
伴

い
大
規
模
設
置
に
よ
る
問
題

点
も
多
く
出
て
き
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
同
時
に
大

型
太
陽
光
発
電
所
の
建
設
を

規
制
す
る
条
例
を
設
け
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
現

状
も
あ
る
。
当
町
に
お
い
て

も
、
大
規
模
発
電
所
の
申
請

が
こ
こ
数
年
増
え
て
き
て
お

り
、
町
の
将
来
を
考
え
た
場

合
、
条
例
制
定
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　町
長

　再
生
可
能
エ

         

ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
一

つ
と
し
て
太
陽
光
発
電
施
設

　
　
　南
木
山
別
荘
地
の
奥

　
　
　に
町
道
が
通
っ
て
い

る
近
く
に
、
太
陽
光
発
電
が

広
く
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、

近
年
の
大
雨
災
害
な
ど
が
発

生
し
た
と
き
道
や
地
盤
の
崩

壊
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
う

い
っ
た
場
合
に
設
置
会
社
が

対
応
出
来
る
の
か
疑
問
に
思

う
が
、
町
道
に
つ
い
て
の
管

理
は
町
が
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
。
ま
た
、
太
陽

光
の
パ
ネ
ル
は
年
数
に
伴
い

必
ず
劣
化
し
処
理
と
い
っ
た

問
題
も
将
来
的
に
出
て
く
る
。

け
れ
ど
も
設
置
会
社
が
残
っ

て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

町の検診の受診率向上に向けた

対策は
大規模太陽光発電
規制条例制定を

の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
中
、

当
町
で
は
平
成
30
年
に
開
発

事
業
等
適
正
化
に
関
す
る
条

例
の
改
正
を
行
い
、
規
制
を

設
け
て
対
応
し
て
き
た
が
、

条
例
改
正
以
後
も
各
地
区
に

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
工
事

の
申
請
が
続
い
て
い
る
。
そ

ん
な
中
、
審
査
会
及
び
審
議

会
で
太
陽
光
発
電
設
置
の
際

に
、
景
観
の
保
全
や
住
環
境

へ
の
影
響
に
配
慮
す
る
よ
う

に
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、

近
年
、
設
置
に
関
す
る
申
請

の
件
数
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
地
域
住
民
か
ら
も
環
境

保
全
等
に
関
す
る
ご
意
見
を

多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り

条
例
等
の
見
直
し
を
早
急
に

進
め
て
い
き
た
い
。

い
。
大
規
模
な
太
陽
光
発
電

設
置
に
関
し
て
は
、
問
題
が

山
積
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

状
況
に
合
わ
せ
対
応
や
、
規

制
を
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。

 

ぜ
ひ
、
早
急
に
実
現
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
　
　町
長

　都
市
計
画
法

　
　
　や
建
築
基
準
法
の
中

に
も
太
陽
光
を
規
制
す
る
法

令
等
が
な
い
た
め
、
慎
重
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
規

則
や
要
綱
で
し
ば
り
を
加
え

て
い
く
こ
と
が
適
し
て
い
る

と
思
う
。
た
だ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
上

で
、
地
域
や
住
民
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
に
な
る
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
フ
グ

リ
ッ
ド
の
電
力
自
給
を
も
と

に
し
た
町
づ
く
り
の
指
針
や

計
画
を
打
ち
出
し
た
り
、
今

年
度
つ
く
る
計
画
（
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
）
と
の

整
合
性
も
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　自
営
業
者
や
農
家
を

　
　
　含
め
、
な
か
な
か
検

診
に
行
か
な
い
、
行
け
な
い

と
い
う
事
情
が
あ
る
。
半
分

の
人
は
検
診
に
行
っ
て
な
い

現
状
が
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
努

力
し
て
、
受
診
率
を
上
げ
て

い
く
余
地
が
あ
る
。

　
　
　町
長

　交
通
弱
者
に

　
　
　対
す
る
対
応
は
、
健

康
診
断
の
み
な
ら
ず
、
様
々

な
こ
と
に
お
い
て
交
通
対
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
今

年
度
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み

　
　
　町
の
健
康
診
断
が
、

　
　
　北
軽
井
沢
住
民
セ
ン

タ
ー
、
応
桑
多
目
的
集
会
施

設
と
役
場
住
民
総
合
セ
ン

タ
ー
の
３
箇
所
に
な
り
、
町

民
の
受
診
の
機
会
が
減
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
。
交
通
弱
者
対
策
や
検
診

車
に
上
が
る
時
の
会
場
対
策

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。
町

民
の
健
康
を
守
る
為
受
診
率

を
向
上
さ
せ
、
早
期
発
見
早

期
治
療
に
結
び
つ
け
る
対
策

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　
　町
長

　昨
年
か
ら
新

　
　
　型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
三
密

対
策
等
を
行
う
た
め
に
会
場

を
特
定
し
て
実
施
し
て
い
る

が
、
町
の
特
定
健
診
受
診
率

に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度

48
・
１
％
で
、
県
平
均
42
・

３
％
、
全
国
平
均
は
37
・

７
％
と
平
均
値
は
上
回
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
一

昨
年
春
の
受
診
者
数
は
４
０

７
人
、
昨
年
度
受
診
者
数
は

３
７
６
人
と
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
減
少
し
て
い
る
が
、
今
年

度
は
４
４
１
人
と
コ
ロ
ナ
前

よ
り
増
加
し
て
い
る
。
受
診

率
向
上
の
取
り
組
み
で
は
、

未
受
診
者
に
対
し
受
診
勧
奨

通
知
の
送
付
に
加
え
、
昨
年

か
ら
が
ん
検
診
等
受
診
者
に

健
康
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、

一
定
の
条
件
で
商
品
と
交
換

で
き
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
な
お
、
検
診
車
で

の
介
助
対
策
に
つ
い
て
は
町

職
員
や
委
託
先
の
職
員
を
配

置
し
て
常
に
介
助
で
き
る
対

応
を
し
て
い
る
。

出
す
。
受
診
率
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
健
康
に
対
す
る
意

識
を
高
め
た
り
、
自
分
の
体

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
を
身

に
着
け
体
温
や
血
圧
な
ど

様
々
な
数
値
を
可
視
化
し
、

そ
れ
を
町
や
家
族
な
ど
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
に
対
し
て
は
、
見
守
り
に

も
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。
ま

ず
は
、
実
証
実
験
的
な
こ
と

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

脱炭素化社会とは？

⇒地球温暖化の原因となる、温室効果ガスの実質的な排出量ゼロを

　実現する社会のこと。

オフグリッドとは？

⇒電力会社に頼らず、電力を自給自足している状態のこと。

　各検診の受診率、実施率向上及び保健指導

等に参加する方の自助努力を支援することが

目的です。対象者は４０歳以上の方で特定検

診、がん検診を受診したり、特定保健指導、健

康教室に参加するとポイントが付与されます。

たまったポイントは５ポイントで可燃ゴミ指定

袋（大１０枚入

り）、１０ポイント

で長野原町商工

会商品券（1,000

円分）と交換がで

きます。

「健康ポイント」について

条
例
等
の
整
備
を
早
急
に

進
め
た
い

健
康
に
対
す
る
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト



編
集
後
記

　コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、
終
息

の
目
処
が
立
ち
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
の
猛
威
は
、
経
験
の
な

い
事
態
と
成
り
、
混
迷
の
社

会
と
な
っ
て
居
ま
す
。
長
引

け
ば
、
混
乱
の
社
会
に
陥
る

こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明

ら
か
で
す
。
感
染
症
の
撲
滅

は
ワ
ク
チ
ン
に
頼
る
以
外
に

有
り
ま
せ
ん
。
世
界
が
連
帯

と
な
っ
て
一
日
で
も
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。
本
町
も
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
事
故
な
く
順
調
に
進

ん
で
居
ま
す
。
完
全
の
終
息

は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
乗
り
越
え
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｏ

◎
広
報
委
員

　委
員
長

　大
羽
賀

　進

　委

　員

　牧
山

　
　明

　
　
　
　
　萩
原

　宗
仁

　
　
　
　
　梶
野

　寛
丈

５月臨時会や６月定例会の内容をお伝えします
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　観光船進水式が令和３年５月２１日（金）、八ッ場林ふるさと公園船着場で開催されました。

　湖岸に設置した桟橋の上で、行政機関・事業者・議会関係７名により、テープカットやシャンパ

ンのセレモニーを行い、運航の安全を祈願しました。

観光船は八ッ場ふるさと公園を船着場として、本年秋からの運航を予定しています。
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発
行
：
長
野
原
町
議
会

長
野
原
町
議
会
だ
よ
り

生活再建事業が全て出揃う

ＱＲコードから議会

だよりをダウンロー

ドできます

令
和
３
年
７
月
第
１
２
８
号

令
和
３
年
７
月
２
６
日
発
行

議会構成が変更になりました


